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ないだろうか。

また、それを支援する生涯学習・社会教育関係者の視点に立てば、住民が自らの意

思に基づいて豊かな学習活動に励むことができる環境を整え、そのような環境を整え

るために住民らと協働して地域の活性化に向けて取り組む場を築き上げるということ

ではないだろうか。

本節では、こうした視点に立って本調査で得られた集計結果を基に考察した。

２ 公民館で行われている「学習の成果を生かす」ことにつながる取組

（１）個人の要望と社会の要請に沿った取組

今回の調査で最も顕著であったのは、学習の成果を生かすことにつながる講座や活動

、 、その他の取組が 個人の要望を重視した趣味や教養的な講座等の取組に偏る傾向があり

それに比べて新しい公共の考え方や社会の要請に応じた現代的な課題の解決、地域の活

性化に向けた取組等が少ないということである（Ｐ７～９)。

しかし一方では、多くの公民館で、地域の実態に応じた特色のある実践が行われてい

るという事実も具体的な記述による回答で明らかになった。

ここでは、住民が参画して地域の教育力を高めていると思われる講座や取組の一部を

紹介する。

○秋田市中央公民館他市内各公民館「地域づくり自主企画事業」(Ｐ５３）

～公民館運営協力員が地域に合った事業を自主的に企画、今年度中央公民館では、普段

口にしている野菜の生産、流通の現場を訪問し、安全な野菜作りについて学んだ。

～退職した高校の教師を講師に迎え、地元でもあまり知られていない歴史や事象につい

て学ぶ。受講生が新たな講師となって次世代に伝えていくことを目標としている。

～公民館に気楽に集まり、集まった人同士が講師になったり、生徒になったりしながら

交流を深め合う。

○横手市山内公民館「アイディア料理コンテスト in さんない」(Ｐ６３)

～コンテストの入賞者が講師となり、料理教室を開催。産業課と連携して新商品を開発

したり販売したりして観光につなげた。

～マイスター養成講座の修了生が独自に結成。地域の物知り博士として公民館と連携し

てわくわくスクール等を企画・運営している。

～自治会を中心に互いの連携を図り、いざというときに備えるための準備をしたり考え

たりする会を実施した。

～地域で開催されるイベント等様々な機会を捉え、活動に伴う事前学習会を経て実践に

つなげる。

』

～県立大学と協力して、学生が先生になり科学実験や工作教室を行う。参加者にとって

は大学構内入って学ぶ体験をすること、学生にとっては講師となって自主性を養うこ

となど効果が見られる。

○北秋田市中央公民館「北秋田発！『合川まと火交流プロジェクト 「生涯学習フェ』」、

～小中高校、他地域、各種団体･サークル等が連携を図り、様々なイベントや交流会で

地域の活性化を図っている。

詳しくはＰ２７～９０に掲載しているのでぜひ参考にしてほしい。また、参考にした

い事例があればぜひ当該施設に連絡を取って連携を深めてほしい。

○横手市中央公民館「よこてのいいとこ巡り隊」(Ｐ６２)

○横手市栄公民館「お気楽ものづくりサロン」(Ｐ６２)

○美郷町公民館「みさと世話好きマイスター」(Ｐ６１)

○鹿角市花輪市民センター「鹿角ご近所の底力！『花輪の地域防災を考える会』｣(Ｐ４９)

○能代市中央公民館「高校生ボランティア育成講座」(Ｐ７９)

○由利本荘市中央公民館「家庭教育講座『夏休み親子体験入学 」(Ｐ８３)

スタ｣「ふるさとの未来・再考！フォーラム」等(Ｐ２９、５１、６７、７８)
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（２）公民館に見られる取組の実態と課題の捉え方

もう一つ目を引いたことは、地域課題の解決や、活性化に向けた取組がよく行われて

いる施設は、一般的な趣味教養的な取組もよく行われている傾向にあるということであ

る。その一方で、課題解決や活性化に向けた取組があまり行われていない施設は、趣味

こうした取組の実態別に分けた「施設が捉えている課題」の傾向を表すものがＰ１１

である。分析で指摘しているように、地域課題の解決や活性化に向けた講座について、

あまり取組を行っていない施設は「人的理由」や「講師が見つからない」といった課題

を挙げる回答が多く、活性化に向けて取組を多く行っている施設は「社会の要請に基づ

いた講座を行ったときに人が集まらない」という課題を挙げる回答が多かった。また、

もちろん、それぞれの施設で、地域の実情も公民館の体制も異なるので一概に言える

ものではないが、職員数の少ない公民館でも特色のある事業を行っている例はたくさん

ある。ぜひ地域の実態に対する課題意識を高くもちつつ、本報告書の中からも地域の実

態に合った参考になる事例を見つけ出し、互いにネットワークを築き上げながら新たな

取組に挑戦してもらいたい。

３ 公民館利用者が行っている「学習の成果」の生かし方とその指向性

（１）公民館利用者が行っている「学習の成果」の生かし方

個人の要望と社会の要請のバランスが指摘される中で、公民館での活動が趣味や教養

等に偏りがちな傾向にあることは、公民館利用者への調査でもＰ１５のグラフ等から読

み取ることができる。

、 、 、学習の成果を生かしている方法としては 公民館への調査同様 日常生活や趣味教養

健康作り等に生かしているとの回答が多く見られ、それと比べると地域の課題解決やボ

ランティア活動等は少ない。しかし、地域課題解決やボランティア活動等に生かしてい

るとの回答も３割程度に達していることから、公民館への調査と比べればその回答は高

い割合を示していることがわかる。

（２）公民館利用者が考える「学習の成果の生かし方」

Ｐ１７とＰ１８を見ると、注目すべき結果が見られる。

や教養的な取組も十分には行われていないという傾向が見られた（Ｐ８､９)。

そうした取組を一つも行っていない施設は、全項目について「課題として当てはまらな

い」という回答が他の二者と比べて多いという傾向が顕著に表れた。

公民館調査で取組が１割から２割程度にとどまっていたいわゆる「地域づくりや地域

の活性化につながる項目について活動をしたいか」という問いに対して、その多くで高

ランティア活動」に対しては回答者の７割が「とても」あるいは「少しそう思う」と回

答している。

い数値が得られたことである。「地域の課題解決や活性化に役立つような活動」や「ボ

また、「生涯学習の成果を適切に生かすことのできる社会を作るために必要なこと」

を問う設問に対しては、全ての項目で「そう思う」という回答が半数を超えていた。

さらに、公民館利用者の中で地域貢献的な活動をしていない人に絞っても、そのよう

な活動を「したい」、あるいは「必要である」と回答した人が、項目によっては半数か

ら７割ほどに達することは特筆すべきことであろう。

つまりこのことは、学習の成果を生かして地域活性化に向けた活動をしたいという人

が、実際に活動している人よりも多く存在し、さらに、そういった地域の活性化に向け

て地域住民が役に立つ機会を多く作ることが、「生涯学習の成果を適切に生かすことの

できる社会を作るために必要だ」と考えている人たちが潜在的に多く存在するというこ

とであろう。
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４ 「学習の成果を生かす」環境を整えるために

（１）地域の潜在的な人的資源の掘り起こしを

これまでにも地域の活性化を考えるとき、地域の人材活用が重要であることは言われ

てきたが、まだまだ地域の人的資源を有効に活用する余地があることは今回の調査から

見ても明らかである。

（２）学習の成果を生かすことと公民館の本来の役割

国民一ここでもう一度立ち返りたいことは、生涯学習の理念で目指しているのは「

人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができる」ことである。そのた

めには、個人の要望に対応した取組を行うことはたいへん重要なことであり、だから

こそそのような社会を作るために、社会の要請に応じた地域づくりや、住民の視点に

立った住民との協働が必要であると言い得るということである。

ところが、少子化や行財政改革が進む昨今にあって、公民館を取り巻く環境は厳しさ

を増している。公民館を指定管理者に任せたり、あるいは公民館そのものを廃止し生涯

学習機能を備えた総合的な住民サービス行う施設に再編する自治体も増えてきている。

に基づいた事業を行えていない施設もあれば、反対に公民館という枠を取り払いながら

も、より柔軟に地域の実態に応じ、その地に根ざした事業を積極的に行っている施設も

見られる。しかし 「公民館」とこうした施設とで大きく異なるところは、公民館は地、

域にとって必要な社会教育に関する事業を行う責任を負っている施設であり、そのこと

が市町村の条例によって明確に定められているということであろう。

公民館が単に貸し館の管理にとどまるのであれば別だが、本来当該地域の生涯学習の

根幹をなす社会教育の役割を担うものであり、自治体が条例でその役割を位置づけるな

、 。らば 公民館の職員体制が真っ先に人員削減の対象になることは実は不自然な話である

むしろ、こうした厳しい状況にある今だからこそ、地域の力を醸成するために公民館が

重要であることを再認識し、いわゆる貸し館や趣味･教養講座にとどまらない地域づく

りの重要な拠点として、公民館の存在価値を高めるような取組を大いに期待したいとこ

ろである。

当センターでは、これまでにも地域マイスター養成講座やチョこボラプロジェクトな

どを展開し、地域人材の掘り起こしと養成を行ってきた。平成２４年度からは、秋田県

生涯学習ビジョンに対応した県民総「行動人」推進事業において、地域で元気に活躍し

ている人たちに光を当てて事業を展開している。今までは主に取材活動やウェブサイト

による広報活動等を中心に事業を進めてきたが、今後は第３章でも述べるように、さら

に行動人と連携を深めた事業を進め、また、行動人同士が連携・交流できるような方向

に事業を展開していきたいと考えている。

各市町村のそれぞれの地域においては、当センターが関わってきた多くの人々よりも、

さらに多くの人材が、活動する意思をもちながらきっかけを得られないでいることが予

想される。地域の最前線に位置する生涯学習の拠点である公民館だからこそ可能になる、

地域の教育力を発揮した活性化策に取り組まれることを期待したい。

ここまで、「学習の成果を（適切に）生かす」ことについて、生涯学習・社会教育の

拠点施設である公民館とその利用者へのアンケート調査結果から考察してきた。

そこからは、公民館の取組が個人の趣味教養あるいは健康や日常生活への対応といっ

たいわゆる「個人の要望」に偏りがちであり、新しい公共の考えの下に立つ「社会の要

請」に対応した取組まで踏み込めていない実態が見えてきた。

そして、そのような「個人の要望」と「社会の要請」のバランスの取れた取組を主導

することが、地域の最前線に立つ公民館の大きな役割であるといえよう。

実際には、公民館と規定されながら十分な職員配置がなされずに、法や答申・指針等
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第２節 調査結果の集計・分析

〔調査１〕県内市町村公民館に対するアンケート調査結果

１ 施設の概要

〕〔名村町市）１（

〕〔名設施）２（

（３）職員数（ ）人（現業職員を除く）

①（３）のうち正職員（ ）人、非正規職員（ ）人

②（３）のうち専任 （ ）人、兼任 （ ）人

③（３）のうち常勤 （ ）人、非常勤 （ ）人

（施設）

人数 施設数 正規 非正規 専任 兼任 常勤 非常勤

0人 26 19 16 17 31 21 21

1人 18 46 51 26 43 29 32

2人 42 27 40 25 14 34 22

3人 31 10 18 19 7 14 14

4人 33 10 14 17 1 13 10

5人 17 13 2 9 9 9 2

6人 11 9 1 5 4 6 2

7人 5 7 1 2 2 5 1

8人 5 3 0 0 2 7 0

9人 7 1 0 2 2 2 0

10人 4 0 0 2 1 1 0

無回答 1 55 57 76 84 59 96

計 200 200 200 200 200 200 200

職員総数 656人

(人) (人) (人)③②①

正職員 371 常勤 391 専任 328

264 非常勤 187 兼任 223非正規職員

不明 21 不明 78 不明 105

計 656 計 656 計 656

職員が複数いる施設が１５５施設（７７％）で多くを占めるが、「職員数０人」が２６施設（１

３％）ある。「２人」が４２施設（２１％）と最も多く、平均は３.３人である。本来条例に定めら

また職員の内訳は、正職員が３７１人（５７％）、常勤が３９１人（６０％）、専任が３２８人

（５０％）であり、それぞれ半数を少し超えている。

0人

13%

1人

9%

2人

21%

3人

15%

4人

16%

5人

8%

6人

5%

7人

3%

8人

3%
9人

4%

10人

2%

無回答

1%

正職員, 
371, 
57%

非正規
職員, 
264, 
40%

不明, 
21, 3%

常勤, 
391, 
60%

非常勤, 
187, 
28%

不明, 
78, 12%

専任, 
328, 
50%

兼任, 
223, 
34%

不明, 
105, 
16%

は考えにくいが、施設への聞き取りによれば、役場の支所として部局の職員が兼任発令されずに配

置されているケースが見られた。

れた公民館であれば、館長や主事が配属されていることが想定され、職員数０人という回答は通常
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（４）主催事業の有無 （有・無）

（施設）

(4) 主催事業有無

○ 有り 168

× 無し 29

無回答 3

計 200

「主催事業有り」が１６８施設（８４％）、「無し」が

２９施設（１４％）である。

主催事業がない２９施設では、そのうち「職員数０人」

の施設が１６施設であり、他の１３施設でも、「正規」且

つ「専任」の職員が「常勤」しているという施設はなかった。

２ 「学習の成果を生かす」ことにつながる講座について

貴施設では、下記のような「学習の成果を生かす」ことにつながる公民館講座や自主的なグ

ループ等の活動が行われていますか。

アるあが座講るいてっ行てっなと体主な主が館民公○

○主に自主的グループや他の組織や団体が行っている活動がある イ

ウいないてれわ行はで設施貴○

（施設）

計※項 目 ア イ ウ 無回答

102 34 73 4 213①日常の生活の中に生かすことにつながる講座や活動

110 94 28 3 235②趣味や生きがいづくりに生かすことにつながる講座や活動

102 87 34 4 227③心や体の健康づくりに生かすことにつながる講座や活動

12 9 165 14 200④職業やキャリア開発に生かすことにつながる講座や活動

21 8 158 14 201⑤パソコン講習等、ＩＴの活用に生かすことにつながる講座や活動

44 21 122 15 202⑥子育てや家庭教育に生かすことにつながる講座や活動

43 24 121 13 201⑦地域課題や現代的課題の解決に生かすことにつながる講座や活動

22 29 134 18 203⑧ボランティアや指導者養成、地域づくりへの参画など人材養成につながる講座や活動

※ア、イの両方とした回

答があったため表の合計

は２００を超えることが

ある。また、グラフは２

００施設を母数としてい

るため、各項目における

それぞれの回答の合計が

１００％を超えることが

ある

有り
84%

無し
14%

無回答
2%

51%

55%

51%

6%

11%

22%

22%

11%

17%

47%

44%

5%

4%

11%

12%

15%

37%

14%

17%

83%

79%

61%

61%

67%

2%

2%

2%

7%

7%

8%

7%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

日常生活に生かす

趣味や生きがいづくりに生かす

心や体の健康に生かす

職業やキャリア開発に生かす

ＩＴの活用に生かす

子育てや家庭教育に生かす

地域課題解決に生かす

ボランティアや指導者養成につながる

ア主催講座がある イ自主的活動がある ウなし 無回答
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「公民館が主な主体となって行っている活動がある（ア）」と回答した割合は、「①日常の生活

の中に生かす」が５１％、「②趣味や生きがいづくりに生かす」が５５％、「③心や体の健康づく

りに生かす」が５１％と過半数を超えている。また、「自主的なグループ等が行っている活動があ

る（イ）」の回答も、②③については、他の項目と比較して高い割合を示した。

一方、平成１１年に生涯学習審議会答申において、「学習の成果を生かす具体策」として示され

た「個人のキャリア開発に生かす」「ボランティアに生かす」「地域社会の発展に生かす」の内容

に関連する④⑦⑧や、平成２０年の中央教育審議会答申において具体的方策として示された「情報

通信技術の活用」に関連する⑤、また、平成１３年に社会教育法の改正で加えられた「家庭教育に

関する学習機会の提供」に関連する⑥等、一連の答申や法改正により示されてきた方策が行われて

いる割合は、①②③と比較して低い値を示している。

☆ 一連の答申等で示された方策に関する講座と「学習の成果を生かす」ことにつながる講座との

実施状況の関連性

)設施()設施(

④～⑧が複数行われてい 61 ④～⑧が０または1つだ 139

設施るいてれわ行け設施る

そのうち①～③が全部行 54 そのうち①～③が全部 63

設施るいてれわ行設施るいてれわ

%54合割%98合割

④～⑧が複数行われていると回答した６１施設のうち、①～③を全て当てはまるとした施設は５

４施設(８４％)あった。

一方、④～⑧を一つも当てはまらないか一つだけ当てはまるとした施設１３９施設のうち、①～

③を全て当てはまるとした施設は６３施設(４５％)あった。

両者の割合には４４ポイントの差があることから、一連の答申や法改正により示されてきた方策(④

～⑧)が行われている施設は、①～③も行われている割合も高いという結果が得られた。

３ 「学習の成果を生かす」ことにつながる取組について

貴施設では、下記のような「学習の成果を生かす」ことにつながる取組を行っていますか。

○行っている ア

○行っていない イ

(施設)

イ 無回答 計ア 不明

118 71 10 200①学習の成果を発表する場の設定や機会の提供 1

②学習の成果や経験を他の人に教えたり支援したりする場の

49 134 15 200設定や機会の提供 2

③学習の成果や経験を生かして子どもたちの体験活動や文化

55 131 13 200活動に貢献する場の設定や機会の提供 1

④学習の成果や経験をボランティア活動に生かす場の設定や

18 163 16 200機会の提供 3

10 170 17 200⑤学校を支援する人材の募集や養成、マッチング等 3
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「①学習の成果を発表する場の設定や機会の提供」は、５９％が行っているが、一方で、「②学

習の成果や経験を他の人に教えたり支援したりする」（２５％）、「③子どもたちの体験活動文化

活動に貢献する」（２８％）と、「④ボランティア活動に生かす」（９％）、「⑤学校を支援する

人材の募集や養成、マッチング等」（５％）とでは、それぞれで大きな差が見られた。

学習の成果を発表する場は、約６割の施設で設定されているのに対して、学習の成果を生かして

他者への支援や子どもの活動に貢献する場を設定している割合は全体の四分の一程度にとどまる。

さらに、ボランティアの場の設定や機会の提供と、学校支援のためのマッチング等については、行

っている施設は１割程度に過ぎないという結果が得られた。

☆ 地域や学校、子ども等への貢献に関する取組と「学習の成果を生かす」ことにつながる

取組との実施状況の関連性

)設施()設施(

②～⑤を複数行っている施 33 ②～⑤を０または1つだけ行っ 167

設施るいて設

そのうち①を行っている施 33 そのうち①を行っている施設 84

設

50％合割%001合割

②～⑤を複数行っていると回答した３３施設のうち、①を行っていると回答した施設は３３施設

(１００％)全てであった。

一方、②～⑤を全て行っていないか一つだけ行っていると回答した施設１６７施設のうち、①を

行っていると回答した施設は８４施設(５０％)であった。

両者の割合に５０ポイントもの差があることから、学習の成果を地域や学校、子どもの活動等へ

の貢献に関する取組を行っている施設は①も行っている割合が高いという結果が得られた。

59%

25%

28%

9%

5%

36%

68%

66%

83%

86%

5%

8%

7%

8%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

成果を発表する場

他の人に教えたり支援する場

子どもの活動に貢献する場

ボランティアに生かす場

学校を支援する機会

ア行っている イ行っていない 無回答
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４ 学習の成果を生かす取組を行う上での課題について

生涯学習の理念に沿った「学習の成果を生かす」講座や取組を行う上で課題と感じているこ

とはどんなことですか。

○よく当てはまる場合には ア

○少し当てはまる場合には イ

○あまり当てはまらない場合には ウ

○全く当てはまらない場合には エ

(施設)

ア イ ウ エ 計無回答

64 75 24 25 12 200①職員の減少や多忙により新しい講座を開催する余裕がない

59 80 32 17 12 200②社会の要請に基づいた講座を行ったときに人が集まらない

42 73 48 25 12 200③地域課題に対応した講座を開催するときに適当な講師が見つからない

47 64 49 28 12 200④予算的な理由により新しい講座を開催する余裕がない

31 75 65 17 12 200⑤ボランティアや地域貢献を志す人が少ない

21 83 53 31 12 200⑥理念に沿った講座開催のノウハウがわからない

28 67 71 22 12 200⑦地域課題や現代的課題を的確に把握していない

27 63 73 25 12 200⑧学習の成果を生かせる場の開拓や提供先が見つからない

22 45 88 33 12 200⑨他機関や関係団体等との連携を図ることが難しい

20 37 97 34 12 200⑩学校との連絡調整が難しい

7 21 101 59 12 200⑪講座の企画に参画してもらうとかえって事業の推進に支障をきたす

ア（よく）、イ（少し）を合わせた「当てはまる」の回答が多いのは、「職員の減少や多忙によ

り新しい講座を開催する余裕がない」（７０％）、「社会の要請に基づいた講座を行ったときに人

「地域課題に対応した講座を開催するときに適当な講師が見つかが集まらない」（７０％）である。他に

らない」「予算的な理由により新しい講座を開催する余裕がない」「ボランティアや地域貢献を志

「当てはまる」の回答が半数を超えた。す人が少ない」で

一方、 「学習の成果を生かせる場の開拓や提供先が見つからない」「他機関他との連携に関わる

の３項目は、いずれもや関係団体等との連携を図ることが難しい」「学校との連絡調整が難しい」

過半数を超えていない。

また、「新たな公共」に関わる「講座の企画に参画してもらうとかえって事業の推進に支障をき

たす」の項目を「当てはまる」とした回答が１５％見られた。

32%

30%

21%

24%

16%

11%

14%

14%

11%

10%

4%

38%

40%

37%

32%

38%

42%

34%

32%

23%

19%

11%

12%

16%

24%

25%

33%

27%

36%

37%

44%

49%

51%

13%

9%

13%

14%

9%

16%

11%

13%

17%

17%

30%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

新しい講座を開催する余裕がない(人的理由)

社会の要請に基づいた講座に人が集まらない

地域課題に対応する講座の講師が見つからない

新しい講座を開催する余裕がない(予算的理由)

ボランティアや地域貢献を志す人が少ない

理念に沿った講座開催のノウハウが分からない

課題を的確に把握していない

学習の成果を生かせる場の開拓や提供先が見つからない

他機関等との連携を図ることが難しい

学校との連絡調整が難しい

講座の企画に参画してもらうとかえって支障をきたす

アよく当てはまる イ少し当てはまる ウあまり当てはまらない エ全く当てはまらない 無回答
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☆ １における④～⑧の取組、２における②～⑤の取組の実施状況と取組を行う上で挙げられる課

題との関連性

A)１､２において④～⑧や②～⑤ B)１､２いずれかで④～⑧や②～ C)１､２において④～⑧や②～⑤

を複数行っている施設 ⑤を一つ行っている施設 を一つも行っていない施設

上記は、地域課題の解決や地域の活性化に向けた内容の取組状況別に表したグラフである。「よ

く当てはまる」「少し当てはまる」を合わせた回答を前頁の全体の結果と比べると、

○ は①が最大ではなく②が最大である。A
すなわち「人的理由により新しい講座を開催する余裕がない」ことよりも、「社会の要請に基づ

いた講座を行ったときに人が集まらない」ことを課題として捉える回答が多い。

○ B は③が最大で９割に近い。すなわち、「地域課題に対応した講座の講師が見つからない」を課

○ はどの項目も課題として「当てはまらない(エ)」という回答の割合が 、 と比べて明らかにBAC
高い。それぞれの項目が課題として捉えられていないという傾向が伺われる。また、無回答とした

全ての施設が、全部の項目を無回答としており、そのほとんどは、常勤の職員がいない施設であっ

た。

35%

36%

23%

22%

16%

10%

15%

13%

9%

9%

2%

42%

48%

38%

36%

48%

45%

40%

34%

26%

24%

14%

13%

14%

30%

30%

33%

34%

41%

47%

51%

56%

60%

0%

1%

2%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

ア イ ウ エ 無回答 ア イ ウ エ 無回答 ア イ ウ エ 無回答

37%

34%

37%

31%

34%

17%

20%

17%

11%

20%

3%

43%

37%

49%

40%

34%

46%

37%

37%

40%

14%

14%

9%

26%

11%

20%

29%

29%

37%

37%

40%

57%

49%

11%

3%

3%

9%

3%

9%

6%

9%

9%

9%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

27%

20%

11%

22%

6%

8%

10%

13%

13%

6%

5%

30%

33%

29%

24%

28%

35%

25%

27%

11%

14%

5%

13%

14%

23%

20%

34%

18%

29%

25%

38%

37%

41%

18%

20%

24%

22%

19%

27%

23%

23%

25%

30%

37%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

8%

6%

9%

1%

8%

2%

5%

12%

8%

21%

題として捉えている施設が最も多く「人的理由により新しい講座を開催する余裕がない」がそれに

続く。
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〔調査２〕公民館利用者に対するアンケート調査

１ あなたについてお答えください。
（１）性別（男・女）

（人）
男 248
女 757
無回答 74
計 1079

本調査では、回答者全体の２３％が男性、７０％が女性である。

（２）年令（19歳以下・20～29歳・30～39歳・40～49歳・50～59歳・60～69歳・70歳以上）

（人）
10代 4
20代 22
30代 65
40代 68
50代 150
60代 394
70代 354
無回答 22
計 1079

６０代、７０代の公民館利用者による回答者が多く、この
年代層で回答者全体の７割を占めている。

（３）あなたは公民館をどのくらいの頻度で利用しますか。
ア)ほぼ毎日 イ)週に数回程度 ウ)月に数回程度 エ)年に数回程度

(人)

ほぼ毎日 20
週に数回 267
月に数回 597
年に数回 163
無回答 32
無効 0
計 1079

「月に数回」が最も多く、次いで「週に数回」が続き、こ
の２項目を合わせると８０％を占める。

男
23%

女
70%

無回答
7%

10代
0%

20代
2% 30代

6%
40代
6%

50代
14%

60代
37%

70代
33%

無回答
2%

ア
2%

イ
25%

ウ
55%

エ
15%

無回答
3%
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（４）あなたは｢秋田県生涯学習ビジョン｣を知っていますか。

ア)よく知っている イ)大まかな内容を知っている ウ)言葉だけ知っている エ)知らない

(人 )
よく知っている 81
大まかに内容を知っている 169
言葉だけ知っている 393

214いなら知
12答回無
3効無
9701計

ア、イ、ウの合計６０％は、秋田県生涯学習ビジョンについ
て何らかの認識があると判断できる。そのうち、内容まで認識
しているア、イの回答者の割合が２４％あった。

☆ 公民館の利用頻度と「秋田県生涯学習ビジョン」の認知度の関連性

公民館を多く利用する人ほど「秋田県生涯学習ビジョン」に対する認知度は高い傾向が見られた。

（５）生涯学習ビジョンに示された「行動人(こうどうびと)」を知っていますか。

ア)よく知っている イ)大まかな内容を知っている ウ)言葉だけ知っている エ)知らない
(人 )

よく知っている 57
大まかに内容を知っている 131
言葉だけ知っている 260

895いなら知
33答回無
0効無
9701計

ア、イ、ウの合計が４１％と、前問の秋田県生涯学習ビジョ
ンよりも認知度が低いという結果が得られた。

ア
8%

イ
16%

ウ
36%

エ
38%

無回答

2%

ア
14%

イ
19%

ウ
35%

エ
32%

ほぼ毎日、週に数回

ア
6%

イ
17%

ウ
39%

エ
38%

月に数回
ア
2%

イ
9%

ウ
38%

エ
51%

年に数回

ア
5%

イ
12%

ウ
24%

エ
56%

無回答
3%
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☆公民館の利用頻度と「行動人」の認知度との関連性

公民館の利用頻度が高い人ほど「行動人」に対する認知度は高い傾向が見られた。

（６）あなたがふだん公民館を利用する目的はどんなことですか。
当てはまる場合には ア ・当てはまらない場合には イ

(人)

ア イ 無回答 計
780 247 52 1079①教室や講座への参加

832 202 45 1079②所属団体やサークル等の活動

274 712 93 1079③講座や教室の講師やスタッフとして活動する

287 693 99 1079④ボランティアとして活動する

175 797 107 1079⑤待ち合わせや休憩等のため

81 879 119 1079⑥家族等の送迎のため

教室や講座への
参加、所属団体や
サークル等の活動
等での利用の割合
が高い。

☆ スタッフやボランティアとして活動していると回答した人の年代
全体の回答者の比率は６０代･７０代の割合が７０％と高かった

が、スタッフやボランティアとして参加している年代も、６０代･
７０代の割合が７７％とさらに高い結果が得られた。

ア
12%

イ
16%

ウ
23%

エ
49%

ア)ほぼ毎日、イ）週に数回

ア
3%

イ
12%

ウ
26%

エ
59%

月に数回
ア
1%

イ
8%

ウ

25%

エ

66%

年に数回

72%

77%

25%

27%

16%

8%

23%

19%

66%

64%

74%

81%

5%

4%

9%

9%

10%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教室や講座への参加

所属団体やサークル活動

スタッフとして

ボランティアとして

待ち合わせ・休憩

送迎

当てはまる 当てはまらない 無回答

30代
4%

40代
5%

50代
11%

60代
39%

70代
39%

無回答
2%
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２ あなたの経験や考えについてお答えください。

（１）あなたは、あなたが普段行っている生涯学習で身につけた成果をどのようなことに生かしていま

すか（生かしたことがありますか 。）

当てはまる場合は ア 当てはまらない場合には イ

(人 )

ア イ 計無回答･不明

737 276 66 1079①日常の生活の中に生かしている

942 114 23 1079②趣味や生きがいづくりに生かしている

860 177 42 1079③心や体の健康づくりに生かしている

146 862 71 1079④職業や就労に生かしている

72 937 70 1079⑤パソコンやスマートフォンなど ＩＴの活用に生かしている

246 758 75 1079⑥子育てや家庭教育に生かしている

314 694 71 1079⑦地域の課題や現代的課題を解決することに生かしている

728 303 48 1079⑧自分の所属する団体・グループ等の活性化に生かしている

398 621 61 1079⑨ボランティア活動に生かしている

248 770 61 1079⑩講座や教室の指導者となったことがある

393 625 61 1079⑪講座や教室のスタッフとして活動したことがある

110 903 66 1079⑫人材バンクやボランティアバンク等に登録をした

275 739 65 1079⑬地域の子どもたちの学校外活動や学校支援に生かしている

全体としては 「日常生活に 「趣味や生きがいづくりに 「心や体の健康作りに 「所属団体・グルー」」」、

プの活性化等に」生かしている割合が高い。学びを自分自身のために生かしている傾向があることが伺

える。

68%

87%

80%

14%

7%

23%

29%

67%

37%

23%

36%

10%

26%

26%

11%

16%

80%

87%

70%

64%

28%

58%

71%

58%

84%

69%

6%

2%

4%

7%

6%

7%

7%

4%

5%

6%

6%

6%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常生活に

趣味や生きがいづくりに

心や体の健康作りに

職業や就労に

ITの活用に

子育てや家庭教育に

地域課題や現代的課題の解決に

団体・グループの活性化に

ボランティア活動に

講座や教室の指導者に

講座や教室のスタッフに

人材バンク等に登録

子どもや学校への支援

ア 当てはまる イ 当てはまらない イ 無回答

2%
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☆ スタッフやボランティアとして公民館を利用する人

。１（６）でスタッフやボランティアとして活動している人は、どの項目でも全体の平均値より高い

82%

94%

89%

22%

10%

31%

49%

87%

69%

46%

66%

20%

43%

14%

4%

9%

74%

86%

64%

46%

10%

28%

51%

30%

77%

53%

5%

1%

2%

1%

2%

5%

5%

5%

5%

3%

3%

3%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常生活に

趣味や生きがいづくりに

心や体の健康作りに

職業や就労に

ITの活用に

子育てや家庭教育に

地域課題や現代的課題の解決に

団体・グループの活性化に

ボランティア活動に

講座や教室の指導者に

講座や教室のスタッフに

人材バンク等に登録

子どもや学校への支援

ア当てはまる イ当てはまらない 無回答
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（２）あなたは生涯学習の成果や経験を生かして、次のような活動をしたいと思いますか。

・とてもそう思う ア ・少しそう思う イ

・あまりそう思わない ウ ・まったくそう思わない エ

( )人

ア イ ウ エ 計無回答･不明

307 469 177 63 63 1079①地域の課題解決や活性化に役立つような活動をする

285 461 198 72 63 1079②ボランティア活動をする

138 204 377 292 68 1079③講座の講師や指導者として活動する

129 243 371 265 71 1079④講座の計画や運営を行う側の立場に立って活動する

214 427 242 134 62 1079⑤子どもたちが地域で行う体験活動や文化活動の手助けをする

202 401 244 158 74 1079⑥地域にある学校の手助けになるような活動をする

ア（とても）、イ（少し）を合わせた「そう思う」の割合が多いのは、順に「①地域の課題解決や

活性化に役立つ活動をする（７１％）」「②ボランティア活動をする（７０％）」「⑤子どもたちが

地域で行う体験活動や文化活動の手助けをする（６０％）」「⑥地域にある学校の手助けになるよう

な活動をする（５６％）」である。この４つの内容に対しては地域住民が生涯学習の成果や経験を生

かしたいという意識は比較的高いと判断できる。これに対して、講師や指導者、運営側に立った活動

をすることに関してはア、イの合計が半数に満たない。

１（６）でスタッフやボランティアとして活動している人の回答は、「とても思う」の割合が高い。

講師や指導者、運営側の活動に対しては消極的な傾向は変わらない。

☆ 公民館利用者(学習者)のうち地域貢献的な活動をしていない人の意向

公民館利用者のうち、「待ち合わせや休憩」

「家族等の送迎」を除いた回答者（ここでは

「学習者」と呼ぶ）のうち、２（１）において

⑦⑨⑩⑪⑫⑬の地域貢献的な活動を一つもして

いない人に限定してグラフに表した。上記グラ

フと比較すれば活動をしたい割合は各項目２０

ポイント前後減少するが、地域貢献的な活動を

していない人も「地域の課題解決や活性化に役

立つ活動」や「ボランティア活動」をしたいと

いう回答者が約半数おり、「子どもたちの体験

活動」や「学校の手助け」をしたいという回答

も４割程度いるという結果が得られた。

28%

27%

13%

12%

20%

19%

43%

43%

19%

23%

40%

37%

16%

18%

35%

34%

22%

23%

6%

7%

27%

25%

12%

15%

6%

5%

6%

6%

6%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の課題解決や活性化

ボランティア活動

講師・指導者

運営側

子どもたちの手助け

学校の手助け

アとてもそう思う イ少しそう思う ウあまりそう思わない エまったくそう思わない 無回答

12%

8%

3%

3%

8%

6%

42%

41%

11%

12%

32%

32%

26%

29%

37%

35%

28%

27%

10%

13%

39%

39%

22%

24%

10%

9%

10%

11%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

ア イ ウ エ 無回答
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（３）生涯学習の成果を適切に生かすことのできる社会を作るためにはどんなことが必要だと思います

か。次の①～⑧の内容について

・とてもそう思う ア ・少しそう思う イ

・あまりそう思わない ウ ・まったくそう思わない エ

ア イ ウ エ 計無回答･不明

400 439 158 33 49 1079①学んだ成果を発表する場や機会を多く作る

347 470 157 56 49 1079②学んだ成果や経験を他の人に教えたり手伝ったりする機会を多く作る

304 475 173 73 54 1079③子どもたちの体験活動や文化活動に役立てる機会を多く作る

311 465 181 67 55 1079④学んだ成果や経験をボランティア活動に生かす機会を多く作る

207 395 290 120 67 1079⑤学校を手伝う人材の募集や養成、紹介等を積極的に行う

259 449 215 101 55 1079⑥住民が講座の計画や運営に参加する機会を増やす

309 406 210 97 57 1079⑦地域に住む人を積極的に講師として起用する

175 373 304 162 65 1079⑧人材バンク等を設置して登録を勧める

「とてもそう思う」「少しそう思う」を合わせた割合が比較的多い。すべての項目で５０％を超え

ている。２（２）で「活動をしたいか」という問いでは大きく落ち込む項目も「必要なこと」と問わ

れると、肯定的な割合が高くなるといえる。

☆ 公民館利用者(学習者)のうち地域貢献的な活動をしていない人の考え

前問と同様の観点でグラフに表した。

上記グラフと比較すれば地域貢献的な機会

~を作ることが必要と考える回答の割合は１０

２０ポイント程度減少するが、各項目で４割

から７割近くにまで達している。

37%

32%

28%

29%

19%

24%

29%

16%

41%

44%

44%

43%

37%

42%

38%

35%

15%

15%

16%

17%

27%

20%

19%

28%

3%

5%

7%

6%

11%

9%

9%

15%

4%

4%

5%

5%

6%

5%

5%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学んだ成果を発表する場

他の人に教えたり手伝ったりする場

子どもたちの活動に役立てる場

ボランティア活動に活かす機会

学校支援の募集・養成・紹介

講座の計画や運営に参加

地域に住む人を講師として活用

人材バンク設置

アとてもそう思う イ少しそう思う ウあまりそう思わない エまったくそう思わない 無回答

27%

19%

16%

15%

9%

12%

17%

9%

40%

44%

42%

37%

32%

38%

32%

29%

22%

22%

23%

28%

34%

27%

28%

32%

5%

8%

11%

11%

16%

14%

13%

21%

7%

8%

9%

9%

9%

9%

9%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

ア イ ウ エ 無回答
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第３章 行動人連携学習プログラムの開発

１ モデル学習プログラムの作成

県内の公民館等で行われている、学び

を行動に生かすことを意識した取組や、

当センター主催地域マイスター養成講座

を基に、図１のような「基本となる学習

モデル」を作成した。今年度の公民館に

対するアンケートでは、学習者が人材と

して活動している事例の多くは、学びを

生かす場や、グループ・団体等に加入す

るなど人材としての受け皿が保証されて

いるケースが多かった。このことから、

人材として活動するまでを学習のプログ
図１ 基本となる学習モデル

ラムに位置づけることにした。

この基本となる学習モデルに沿い、さらに具体的な展開例を構想し、以下のようなモデル

学習プログラムを作成した。このモデル学習プログラムは、市町村訪問の際に資料として持

参し、事業説明に活用した。

(1) 人材育成プログラム

ねらい：市町村や公民館における学習を生かして行動する人材を育成する

対 象：市町村及び公民館職員、地域住民

具 体 例：

地域史跡ガイド養成講座 （全８回）

＜活動の基本となる学習＞

①地域史概論（講義１回）

・地域史に詳しい行動人を講師に招き地域史や地域の史跡について学ぶ

②史跡巡りⅠ（講義・フィールドワーク３回）

・既存のガイドボランティアなどの行動人と共に史跡を巡り、基礎知識を身に付ける

③上手な説明の仕方（講義・演習１回）

ボランティアなどの行動人から話し方・説明の仕方のノウハウを学ぶ・既存のガイド

＜実践的な学習・活動＞

④史跡巡りⅡ（実習・フィールドワーク２回）

・受講者が実際にガイドを経験する

＜評価＞

⑤学習の総括・評価（演習１回）

・学習を振り返り、学んだ知識や技法、心構え等を総括する

・ガイド認定・登録

＜人材として活動＞

・登録ガイドボランティアとして活動

・既存グループへ加入して活動

・新グループを立ち上げ活動
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２ 行動人連携学習プログラムの作成と実施

（１）行動人連携学習プログラムとは

行動人連携学習プログラムと

は 「行動人」の育成と現代的、

・社会的課題に対応する学習の

推進を目指して、県生涯学習セ

ンターや市町村公民館等の社会

教育施設と行動人がそれぞれの

特色や強みを生かし協働・連携

して開発する学習である。それ

ぞれの役割の概要は図２の通り

であるが、公民館や行動人が主

体的に活動し事業展開できるよ

うに当センターが支援する形で

進める。

図２ 行動人連携学習プログラムのイメージ

（２）連携対象について

社会教育施設・・・羽後町元西公民館

行 動 人・・・羽後町堀回地区コミュニティ

元西公民館は、兼任の町職員が中心となって運営する町立の公民館である。堀回地区コ

ミュニティは、羽後町で４０年に渡り地域活性化活動に取り組んでおり各方面で活動する

「行動人」集団である。しかし人口の減少と高齢化が進み、コミュニティの維持が難しく

方向性の一つに打ち出されたこともあり、本事業のモデルケースとなり得ると判断し、連

携を依頼した。

（３）実践の概要

①プログラムの作成にあたって

堀回地区コミュニティへ事業の趣旨を説

明しプログラムの開発と共同実施を依頼し

たところ、既存の行事を見直す機会にした

いということで快諾を得た。

次に、羽後町教育委員会に事業の趣旨と

堀回地区コミュニティの内諾を得ている旨

を説明し協力を得た。

堀回地区コミュニティ、元西公民館、当

センターの三者により打合せや検討を重ね

図３のようなプログラムを作成した。作成

開始が１１月と遅かったため、今年度は評

価までを行い、２６年度事業まで継続して

いく計画とした。

行動人

生涯学習センター
市町村公民館等社会教育施設

三者がそれぞれの特
色を生かし、連携し
て提供する学習の場

行動人を育成する学習

地域を活性化する学習

行動人連携学習プログラム

・学習、事業
・学習や活動の場の提供
・地域人材の育成・活用
・地域課題解決への挑戦

・行動人・公民館情報
・社会教育主事
・企画・構想
・講師紹介・派遣
・学習支援

・学びを行動に生かす
・地域を元気にする活動
・人材として協力
・人材の受け皿

図３ プログラムの構成

行動人連携学習プログラム

～堀回ふるさと再生プロジェクト～

①ふるさと再生を考える研修会

②ふるさと再生行事を考える実行委員会

③ふるさと再生行事

④評 価

⑤２６年度事業へ反映

なってきていることや、近い将来、地域の学校が統廃合されると当該地域の衰退が懸念さ

れることなどに危機感をもち、地域に活気を呼ぶ事業を模索中であった。折しも、第２期

教育振興基本計画が閣議決定され、公民館を拠点とする地域コミュニティづくりが基本的
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②ふるさと再生を考える研修会

ふるさと再生を考える研修会開催の

ため、次のような作業分担をして準備

を進めた。

＜堀回地区コミュニティ＞

・役員会

・参加者募集

＜元西公民館＞

・学習会広報

・会場設営

＜県生涯学習センター＞

・講師交渉、派遣手続き

・学習会構成打合せ

・高校生派遣交渉

・共催依頼手続き

研修会は 「昔から伝わる行事・文、

」、化の継承～今 私たちができること～

をテーマに、講師による地域での事例

紹介、ワーキングによる継承されてい

る要素の意見交換で構成した。事例紹

介の中に、講師と地元高校郷土芸能部

員との対談を入れ、文化を継承する若

い世代の声を聞くこと、各種地元芸能

文化の保存会や同好会代表者が参加し

てワーキングをすることが工夫した点

である。

③ふるさと再生を考える実行委員会

ふるさと再生行事を考える実行委員会を開き、

「雪中綱引き合戦」を開催することにした。雪中

綱引きは、前年堀回地区コミュニティ発足４０周

年を記念して行った特設行事であるが、ふるさと

再生を考える研修会を受け、地域の絆を強め、地

域を元気にする行事としての意味付けをより明確

にして継続することにした。

右は、雪中綱引き合戦最終プランである 「厳。

寒の朝、地域ぐるみの熱気と迫力で新しい年を引

き寄せます」というキャッチコピーのもと、保育

園児と老人クラブとの対戦、地元小中学校保護者

会や高校ボランティア部、消防団や芸能保存会な

ど綱引きを通して多様な世代が一同に会する機会

をつくり、更に地元高校郷土芸能部による番楽と

、、獅子舞のアトラクション 昼食交流会なども加え

楽しみながら交流できる内容を盛り込んだ。

講師と高校生郷土芸能部員との対談

文化を継承する要素を話し合うワーキング

実行委員会作成雪中綱引き合戦案内
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④ふるさと再生行事

平成２６年１月１９日（日）堀回地区コ

ミュニティ雪中綱引き実行委員会主催、元

西公民館及び県生涯学習センター後援とい

う形で「雪中綱引き合戦」を実施した。寒

波が厳しく雪が舞うあいにくの天候だった

が、２００人を超える地域の住民が参加し

て盛大に開催することができた。

地域内の全保育園児と小学生、その保護

者、中学生有志と高校生ボランティア部な

どの若い世代の参加が目立った。堀回地区

コミュニティが子どもを中心とする若い世

代を取り込み地域社会で育てようとする意

気込みに対し、園、地域の学校、保護者が

趣旨に賛同し主体的に参加した。また、コ

ミュニティを形成する各団体からも多数の

成人層、中高年層の人々も参加し、綱引き

を通して交流を深める機会になった。

アトラクションでは、高校郷土芸能部に

よる仙道番楽と元城獅子舞保存会による神

舞獅子舞が披露された 「若い世代から伝。

統芸能に触れる、すり込む、取り込む」と

いうふるさと再生研修会の学びの成果を生

かした取組といえる。高校生の伝統芸能を

見事に継承している姿に大人は頼もしさと

誇りを、子どもたちは先輩の姿にあこがれ

を感じているようであった。獅子舞では演

舞に加え、参加した子どもたち一人ひとり

の頭を獅子が噛み、学業成就と無病息災を

祈願した。

昼食交流会では、地元産の米を使ったお

にぎり、豚汁、漬け物などがふるまわれ、

親睦が深められた。

郷土芸能部 仙道番楽

元城獅子舞保存会 神舞獅子舞

神妙に頭を垂れる子どもたち

熱戦が繰り広げられた雪中綱引き合戦

昼食交流会
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⑤評価

ふるさと再生を考える研修会の評価は、ワーキン

グの最後に感想を付箋紙に書く形で行った 「文化。

の継承を考えるきっかけとなった 「自分の活動に」

生かしたい 「今後も学習会を続けてほしい」とい」

うような内容が多く、好評だった。

ふるさと再生行事の評価及び総括は、日を改め実

行委員会との意見交換で行った。子どもとその保護

者が多く参加できたこと、高校生が積極的に地域行

事に参画したこと、高齢者と子どもたちとの交流が

もてたことなどは高評価だった。雪中綱引き合戦は

地区コミュニティ主催の冬の行事として今後も継続

することとした。

総括として、ふるさと再生を考える研修会で得た

文化の継承に関わる学びを地域行事の工夫として生

かすことができたこと、その学びはコミュニティを

構成する各文化芸能保存会や同好会の活動にも生か

していく機会となったことを確認した。

「行動人連携プログラム～堀回ふるさと再生プロ

ジェクト～」はコミュニティ活性化の一助になる実

践であったと評価してよいと考える。

３ 行動人の情報収集・発信

（１）広報の状況

①ポスター・リーフレットの作成

②市町村への訪問及び広報～11/21開始、

③県各機関、市民活動支援センター、ＪＲ、

道の駅等への配布

④「教育あきた 、社会教育アドバイザー通信等」

広報誌での事業紹介

ポスター ８４ｃｍ×５９ｃｍ

三つ折りリーフレット（表面） 三つ折りリーフレット（裏面）

研修会の感想

県内２５市町村教育委員会、各公民館への配布
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（２）行動人取材、ウェブサイトによる紹介

①行動人紹介累計 ３０，７４２人（１／３１現在）

②取材記事６８件（１０／１～１／３１）

③閲覧者の推移

図４　ウェブサイトアクセス数前年比較 図５　ページビュー前年比較

広報を開始した直後の１２月はアクセス数、ページビュー数ともに大幅に伸びた。

１月も堅調に推移した。また、１２月、１月の前年比較（図４、５）でも上回ってお

り、広報活動の成果があったものと考えられる。

④行動人情報及び照会件数の増加

。、市町村からの行動人紹介事例や 行動人からの紹介事例が寄せられるようになった

また、ウェブサイトで紹介した行動人に関する問い合わせが来るようになった。さら

に、講座の講師や活動の指導者として紹介依頼が来るようになってきた。

・市町村からの紹介事例 １５件（１／３１現在）

・行動人からの紹介事例 ７件（１／３１現在）

・講座や学習等での照会 ９件（１／３１現在）

４ 事業の成果と今後の展望

（１）成果

①公民館事業に関する調査により、特色ある取組事例や参考になる取組事例を収集し、

モデル学習プログラムに生かすことができた。市町村での貴重な実践例は、本報告書

に資料として掲載し、全市町村及び公民館に配布することで活用が期待できる。

②公民館を利用するコミュニティの要望に沿ってプログラムの展開を構想したことによ

り、当該コミュニティの活性化につながる学習と事業が展開できた。

③公民館にとっては、利用する地域住民からの要望に沿う事業となり、協力・連携がし

やすいという評価があった。地域活性化の参考事例として同町内の他の公民館事業へ

の波及も期待できる。

。。④広報による成果が確認できる ウェブサイトのアクセス数の増加に顕著に表れている

⑤ウェブサイトで紹介した行動人に関する問い合わせが来るようになっている。講座の

講師や活動の指導者として紹介依頼が来るようになってきた。

（２）今後に向けて

①行動人連携学習プログラムの先行実践では、行動人である堀回地区コミュニティの主

体性が強かった反面、公民館は主にサポートに回った事例となった。来年度は、公民

館が主催し行動人を育てていくような事例にも取り組む必要がある。

②市町村訪問では、行動人連携学習プログラムに興味をもってもらえたが、まだ市町村

や公民館から具体的な要望や問い合わせがない。来年度は、本県で国民文化祭が開催

。、されるため新しい事業への挑戦を控えている感もあるが 粘り強い広報が必要である

③今年度の広報は、市町村や公民館等の公共施設への訪問と依頼が中心となった。県内

の行動人や地域活動をしているグループ、団体等への広報の幅を広げることで、さら

に情報収集力・発信力が充実し、認知度の高揚につながると考えられる。
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〈資料編〉 市町村で行われている具体的な取組（各公民館からの回答事例集）
（１ 「学習の成果を生かす」ことにつながる公民館講座や自主的なグループ等の活動）

①県北地区

鹿角市 花輪市民センター市町村
①生活に おいしく食べて健康作り
②趣味や生きがいに 生け花、絵手紙、コーラス、七宝焼き、書道など多数
③健康に 太極拳、ヨガ、練功フラなど
⑥家庭教育に 親子リズム
⑦地域課題に 鹿角ご近所の底力

鹿角市 十和田市民センター市町村
①生活に 婦人学級、なでしこ塾、料理同好会
②趣味や生きがいに 絵画教室
③健康に 健康ウォーキング、健康作り講習会、健康生きがい講座
⑥家庭教育に わんぱくスクール
⑦地域課題に 観光再発見事業、地域活動もりあげ隊、伝統芸能継承事業、青年育成事業
⑧ボランティアに 婦人学級、高齢者学園（あけぼの、ゆのはな、よねしろ）

鹿角市 尾去沢市民センター市町村
①生活に ワンコイン料理教室・地域防災・ＡＥＤ講習会
②趣味や生きがいに 芸能発表会、文化祭、大正琴、エコクラフト教室、園芸教室、ダンス、コ

ーン人形、手芸教室、写真教室
③健康に お笑い寄席、かなやまソーラン、ウォーキング、ヨガ教室、スポーツ吹き

矢、老壮大学、ラジオ体操、野球大会
⑦地域課題に 世代交流グランドゴルフ大会・ペタンク大会
⑧ボランティアに クリーンアップ、市民の力、からめ節保存会
⑨その他 かなやまスクール、婦人学級、花のまち、音楽のつどい

鹿角市 八幡平市民センター市町村
①生活に ア(老人大学、家庭大学、親子料理教室) イ(料理教室)

（ 、 、 、 、②趣味や生きがいに ア(老人大学) イ 書道教室 踊り教室 さつき茶道講座 五の宮俳句会
短歌同好会、ちぎり絵教室)

③健康に ア(ヘルスアップスクール) イ(健康太極拳教室、健康ヨーガ教室）
⑦地域課題に 自治会連絡会議研修事業、八幡平盆踊りの伝承

鹿角市 大湯地区市民センター市町村
②趣味や生きがいに 大湯湯ノ花コーラス
③健康に ラージボール卓球、秋桜会(社交ダンス)

鹿角市 錦木地区市民センター市町村
①生活に 料理教室
②趣味や生きがいに 錦木ソーイング
③健康に 悠卓会(ラージボール卓球)
④キャリアに 錦木籐手芸教室
⑦地域課題に 錦木を考える会

鹿角市 谷内地区市民センター市町村
②趣味や生きがいに ハーモニカ同好会、谷内生花学級、大正琴琴鈴会、ひまわりの会
③健康に 谷内ヨガ教室

小坂町 中央公民館市町村
①生活に 小坂町老壮大学 大人の学び塾
②趣味や生きがいに 小坂町老壮大学 大人の学び塾
⑦地域課題に 小坂町老壮大学 大人の学び塾
⑧ボランティアに 小坂町老壮大学 大人の学び塾

小坂町 川上公民館市町村
②趣味や生きがいに 老壮大学川上地区学習会
③健康に 健康学習、グランドゴルフ、にこにこ会、お達者塾
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大館市 二井田公民館市町村
②趣味や生きがいに 大正琴や絵手紙、書道
③健康に 卓球やバレーボール、空手

大館市 十二所公民館市町村
②趣味や生きがいに 十二所成人学級

大館市 比内公民館市町村
①生活に 料理講座
②趣味や生きがいに 比内あおぞら学園 教養講座
③健康に 健康体操 ミニテニス ラージボール卓球
⑥家庭教育に わいわいキッズ
⑦地域課題に 郷土歴史研究講座

大館市 田代公民館市町村
②趣味や生きがいに ・公民大学～５０歳以上の男女を対象に午前中は講師を招いて講話を聴

き、午後はレクダンス、舞踊、郷土史、コーラス、川柳、書道から科目を
選択し知識や技術を高める・花壇コンクール～田代地域全体の個人と団体
を対象に花壇（プランター可）の募集、審査、文化祭で個人と団体別に表
彰するもの ・ガーデニング講座～年に春と秋の２回開催。。

③健康に たしろスポーツクラブ（スポーツ振興くじ助成事業）

北秋田市 中央公民館市町村
①生活に ○ニット編み講座（定期講座）
②趣味や生きがいに ○スコップ三味線講座 ○今から始める歴史倶楽部 ○ふるさと工房
③健康に ○太極拳 ○フラダンス
④キャリアに ○教育事情講座～エデュケーション・カフェ～毎月、教育関係専門の講師

を迎え、今の北秋田市の教育事情を探る。
⑤ＩＴに ○「タブレット講座」ＮＴＴの講師による実演講習
⑥家庭教育に ○「母と子のわくわく広場」
⑦地域課題に ○「めざせ！アウトドアマスター」 父親の育児参画を図る。○「おらほ

の街のまちづくりシンポジウム“わ”の地域は“ワ”で起こす～北秋田の
若き起業家へ続け～」北秋田の３名の若手起業家をシンポジストに迎え、
地域の少子・高齢化が進むなかで、地域の大きな課題である若者の職と地
域の活性化について考える。 ○「藤原和博氏「教育講演会」＆「世界で
一番受けたい授業[よのなか]科 「つなげる力」が生き方を変える～地域」
づくり＆人づくりに必要な「本当の力」を育もう～」人生に役立つキャリ
ア形成や現代社会のさまざまな問題を解決するために必要な力。地域づく
り＝人づくりにアプローチするための「本当の力」とは何か考える。[よ
のなか]科は合川中学校を会場に公開授業を行った。○「ふるさとの未来
・再考！フォーラム」～まちの宝を見つけ出せ！郷土の誇りを子どもたち
に～「子どもたちが誇りに思う地域をどうつくるか」をテーマに、三重県
相可高校「まごの店」の仕掛け人、岸川政之氏の基調講演と、総合学習で
地域活動や社会貢献活動に取り組む小・中学校、高校、大学生の事例発表
をとおして、地域づくりについて理解を深め、未来への可能性を探る

⑧ボランティアに ○「人生の楽・学講座」～学校を拠点に「子縁（こえん 」をとおして仲）
良くしましょ～千葉県習志野市秋津コミュニティー顧問、文部科学省コミ
ュニティー・スクールマイスター、岸裕司氏を講師に迎え、秋津小学校を
拠点にした「まち育て」の実践と成果の事例をもとに、学校と地域の融合
について考える。

」「 、（⑨その他 ○ 秋田北鷹高等学校家庭クラブとの連携事業 バター餅プロジェクト
比内地鶏のししとうカレー）をとおし、高校生の社会貢献事業への応援プ
ロジェクトを実施している。○「北秋田市発！高校生双方向交流～相可高
校交流プロジェクト～ 」三重県多気町においてししとうカレーやし2013
ょうゆバター餅の開発について紹介し、地域貢献への取り組みが評価され
た。 ○「綴子小学校防災キャンプ～もしも綴子小学校が避難所になった
ら～」地域の方々と関わりコミュニケーションを深めながら、防災キャン
プをとおして非常時の実践力を高め、防災意識の高揚を図った。自衛隊秋
田２１普通科連隊による東日本大震災での活動や災害装具の説明、野外炊
具１号での炊飯で実際に夕食のおにぎり作りを体験した。また、東日本大
震災で避難所となった岩手県釜石市甲子小学校の当時の校長、菊地清太氏
を講師に迎え「避難所で自分は何ができるか」と題しワークショップを行
った。被害の状況、避難所の様子を聞き、災害の恐ろしさと防災の備えや
対応について学習を深めた。
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②中央地区

秋田市 中央公民館市町村
①生活に ペン字、料理、着つけ
②趣味や生きがいに ベリーダンス、ビーズアクセサリー作り、ネイルアート
③健康に ヨガ、ズンバ
④キャリアに カウンセリング、自己プレゼンス、コミュニケーション
⑧ボランティアに ボランティア活動をしている方の講演会
⑨その他 金融関係

秋田市 東部公民館市町村
①生活に 幼児家庭教育学級「トン東キッズ 、東部家庭教育セミナー、東部女性セ」

ミナー、ミセスカレッジ東部、シルバーカレッジ東部、千秋矢留寿学級、
仁別婦人学級、秋田の史跡を学ぶ会、東部公民館サークル連合会

②趣味や生きがいに 東部女性セミナー、ミセスカレッジ東部、シルバーカレッジ東部、千秋矢
留寿学級、仁別婦人学級、秋田の史跡を学ぶ会、東部公民館サークル連合
会

③健康に 幼児家庭教育学級「トン東キッズ 、東部家庭教育セミナー、東部女性セ」
ミナー、ミセスカレッジ東部、シルバーカレッジ東部、千秋矢留寿学級、
仁別婦人学級、秋田の史跡を学ぶ会、東部公民館サークル連合会

⑥家庭教育に 幼児家庭教育学級「トン東キッズ 、東部家庭教育セミナー、東部地区遊」
びの記録会、世代間交流会

⑦地域課題に 東部ふれあいまつり、親子自然体験塾、伝統工芸イタヤ細工教室、世代間
交流会

⑧ボランティアに 東部地区遊びの記録会、子ども自然体験塾（親子田植え体験、親子稲刈り
体験、親子みそタンポ作り体験 、地域づくり事業（秋田産おいしい果実）
・野菜を知ろう）

秋田市 南部公民館市町村
①生活に 手作りパンを楽しみましょう！
②趣味や生きがいに 笑いヨガ講座
⑥家庭教育に 子育て支援サークル「牛島っ子」
⑧ボランティアに 南部学習ボランティア

秋田市 北部公民館市町村
①生活に 草木染め教室
②趣味や生きがいに ３Ｂ体操
⑥家庭教育に 北・ら・らキッズ
⑦地域課題に 東部ふれあいまつり、親子自然体験塾、伝統工芸イタヤ細工教室、世代間

交流会
⑧ボランティアに 東部地区遊びの記録会、子ども自然体験塾（親子田植え体験、親子稲刈り

体験、親子みそタンポ作り体験 、地域づくり事業（秋田産おいしい果実）
・野菜を知ろう）

秋田市 西部市民サービスセンター市町村
①生活に 高齢者学級、女性学級、サークル
②趣味や生きがいに 高齢者学級、女性学級、サークル
③健康に 高齢者学級、女性学級
⑥家庭教育に 乳幼児学級
⑦地域課題に 高齢者学級、女性学級
⑧ボランティアに 乳幼児学級へのボランティアとしての協力

秋田市 北部市民サービスセンター市町村
①生活に 料理教室
②趣味や生きがいに しおかぜ大学 みなと女性セミナー
③健康に しおかぜ大学 みなと女性セミナー
⑤ＩＴに パソコン初心者講座
⑥家庭教育に カンガルー乳幼児学級 ペンギン幼児学級 家庭教育学級「キャッチボー

ルゼミ」
「 」⑦地域課題に しおかぜ大学 みなと女性セミナー 家庭教育学級 キャッチボールゼミ

⑧ボランティアに 土崎学習ボランティア
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③県南地区

大仙市 大曲公民館(生涯学習課内)市町村
②趣味や生きがいに 学びぃ囲碁サロン
③健康に 高齢者大学
⑥家庭教育に 就学時健診時「子育て講座」
⑧ボランティアに 少年少女リーダー養成「ふれあい自然塾」 キャンプin

大仙市 花館公民館市町村
①生活に 年越しそばのそばをつくる「そば打ち教室」
②趣味や生きがいに 手芸教室、歴史講座、公民館まつり
③健康に 健康体操、キッズエアロビック教室
⑥家庭教育に はなだてひろば（子育て相談、親子体操ほか）
⑧ボランティアに 花館サケまつり「稚魚の飼育、稚魚放流、鮭の一生を学ぶ 、植樹祭「桜」

の苗木の植樹、育樹 （地域と小学生参加）」

大仙市 内小友公民館市町村
②趣味や生きがいに ガーデニング講座：花を主体に花の学習と実習による花に植え付け
③健康に 森林セラピー講座：森をツールにした健康づくり

大仙市 大川西根公民館市町村
①生活に ふるさと学習
②趣味や生きがいに 茶道教室、手芸教室
③健康に 地区民大運動会、野球大会

大仙市 藤木公民館市町村
①生活に 料理教室
②趣味や生きがいに 生花サークル
③健康に ・３ 体操同好会・グラウンドゴルフ同好会・ゲートボール同好会・マB

マさんバレー同好会・バトミントン同好会

大仙市 四ツ屋公民館市町村
①生活に 主催料理教室、手芸教室等
③健康に パッチワーク教室

大仙市 角間川公民館市町村
①生活に 脳すっきり教室
②趣味や生きがいに 囲碁教室、料理教室、公民館まつり
③健康に こころの健康講演会、介護予防のための運動教室
⑥家庭教育に 三世代交流「はまぐらの集い」
⑨その他 伝統文化子ども教室事業

大仙市 神岡中央公民館市町村
①生活に 嶽友大学（園芸 ・おもしろ講座くらしの教室（生け花・リフォーム・和）

裁） フラワーアレンジメント ※ 嶽友大学 高齢者大学=
②趣味や生きがいに 嶽友大学（民謡・詩吟・俳句・書道・水墨画 ・くらしの教室（舞踊））

写真・よさこい踊り・民謡踊り・マーチング・フラダンス・演劇練習 手
芸・コーラス・社交ダンス・大正琴・吹奏楽・書道教室

③健康に 嶽友大学（つぼ体操 ・健康教室 カポエイラ・３Ｂ体操）
⑥家庭教育に 子育て講座

大仙市 北楢岡公民館市町村
②趣味や生きがいに グラウンドゴルフ・卓球・大正琴・民謡練習・ダンス
③健康に Ｊｒバトミントン・男子バスケット・空手・ソフトバレー

大仙市 西仙北中央公民館市町村
①生活に 寿楽大学・健康体操・子ども体験教室・冬の講座（編み物、手芸等） 芸

術文化協会各団体活動・各種サークル活動
②趣味や生きがいに 寿楽大学・健康体操 ・冬の講座（編み物、手芸等） 芸術文化協会各団

体活動・各種サークル活動
③健康に 寿楽大学・健康体操 ・子ども体験教室・冬の講座 芸術文化協会各団体

活動・各種サークル活動
⑤ＩＴに 生涯学習奨励員活動
⑦地域課題に 寿楽大学
⑧ボランティアに 生涯学習奨励員活動
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仙北市 田沢湖公民館市町村
①生活に そば打ち講習・ロープワーク講座
②趣味や生きがいに 民謡伝承教室・パーティークッキング教室
③健康に ストレッチ教室・太極拳教室・生命の貯蓄体操
④キャリアに パソコン困りごと相談
⑤ＩＴに パソコン困りごと相談・デジカメテクニカル講座
⑥家庭教育に 家庭学級教育（幼稚園、小学校対象）
⑦地域課題に むかし語り講座
⑧ボランティアに 手話サークル

仙北市 角館公民館市町村
①生活に 仙北市公民大学（陶芸学科・園芸学科・書道学科、郷土研究学科）七宝ク

、、、、、ラブ 俳画教室 太極拳かくのだて 命の貯蓄体操さくら会 角館柔道会
角館剣道会、武心会

②趣味や生きがいに 仙北市公民大学（陶芸学科・園芸学科・書道学科、郷土研究学科）七宝ク
、、、、、ラブ 俳画教室 太極拳かくのだて 命の貯蓄体操さくら会 角館柔道会

角館剣道会、武心会
③健康に 仙北市公民大学（陶芸学科・園芸学科・書道学科、郷土研究学科）七宝ク

、、、、、ラブ 俳画教室 太極拳かくのだて 命の貯蓄体操さくら会 角館柔道会
角館剣道会、武心会

⑥家庭教育に 親子体験陶芸教室（仙北市公民大学陶芸学科との協賛）角館柔道会、角館
剣道会、武心会

仙北市 西木公民館市町村
①生活に 筆ペン習字（日常生活に使う）教室 ＰＰテープのかご編み教室
②趣味や生きがいに 短歌 俳句 水墨画 焼き物教室
③健康に 太極拳
⑥家庭教育に 幼児教育講座(くれよん広場)

美郷町 美郷町公民館市町村
①生活に お洒落なランチタイム講座、寒天料理講座、トータルビューテイ講座、ス

ローフードサークル
②趣味や生きがいに フラワーアレンジメントサークル、生け花同好会
③健康に

今日と明日のストレッチサークル、健康気功会
⑤ＩＴに 高齢者向けパソコン講座
⑥家庭教育に 子育て講座 、親力アップ講演会 、思春期の心を育てる講座
⑧ボランティアに みさと世話好きマイスター、読み聞かせボランテイア

横手市 横手中央公民館市町村
①生活に 主催講座「ハンギングバスケット教室 、書道サークル」
③健康に 主催講座「健康づくり講座 、 ヨガサークル、太極拳サークル」
④キャリアに 英会話サークル、 中国語教室サークル 昔語りの会とっぴんぱらりのプ

ー
⑤ＩＴに パソコン相談窓口
⑥家庭教育に 料理サークル
⑦地域課題に 「よこてのいいとこ巡り隊」 少子化を考えるサークル

横手市 朝倉公民館市町村
①生活に 元気アップ講座（調理実習・熱中症予防とらくらく体操）
②趣味や生きがいに 元気アップ講座(折紙・フラワーアレンジメント・手芸) 造－つくり－(陶、

芸・曲げわっぱ作り・急須台製作)、ワラビ採り＆灰汁抜き処理法講座、
刺し子教室、和紙あかり教室、フラワーアレンジ教室、三味線体験教室

③健康に 元気アップ講座（熱中症予防とらくらく体操 、自然観察教室、スケート）
教室

④キャリアに 英会話教室
⑤ＩＴに パソコン教室
⑥家庭教育に あいあい☆広場（乳幼児と保護者を対象とした、折紙・野菜収穫体験・お

えかき・本の読み聞かせ・食育体験・調理実習）
⑨その他 地域の伝統文化体験・元気アップ講座（中山人形絵付け体験）

しなやかウエーブ体操講座、貯筋講座、心と体のリラクゼーション講座、
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横手市 醍醐公民館市町村
①生活に 料理教室、手芸教室、キルトを作る会、男の料理教室
②趣味や生きがいに グラウンドゴルフ、書道、大正琴、太極拳、カラオケ、パソコン、囲碁
③健康に 健康教室、移動研修
⑤ＩＴに パソコンクラブ
⑦地域課題に 醍醐を語る会

横手市 沼館公民館市町村
②趣味や生きがいに 住みよい郷土づくりの集い・伝承踊り講習会
③健康に 健康体操・ニュースポーツ教室

横手市 里見公民館市町村
②趣味や生きがいに 住みよい郷土づくりの集い

横手市 大沢公民館市町村
②趣味や生きがいに 住みよい郷土づくりの集い・盆踊り講習会・しめ縄正月用飾り作り講習会
③健康に ゲートボール練習会、スマイルボウリング講習会

横手市 舘合公民館市町村
②趣味や生きがいに 住みよい郷土づくりの集い・ピアノお披露目ミニコンサート・生花教室
③健康に 健康講座（健康の駅活用 ・ニュースポーツ教室）
⑥家庭教育に おはなしいっぱい（本の読み聞かせ ・移動図書館）

横手市 大森公民館市町村
①生活に そば作り愛好会

、 、 、 、 、 、 、 、②趣味や生きがいに 俳句 短歌 手芸 パッチワーク 茶道 華道 美術 書道 日本舞踊,
新舞踊、ダンス、カラオケ等

③健康に シルバー世代の健康づくり（スマイルボーリング、グランドゴルフ）

横手市 八沢木公民館市町村
①生活に 「川と遊ぼう 「やさわぎ雪祭り」で小中学生に地域の伝統行事の伝承」、

や日常的にほとんどないイワナのつかみ捕り等を通して自然に触れ合う体
験をさせる。

②趣味や生きがいに 毎週舞踊練習、スマイルボーリング活動
③健康に 毎週スマイルボーリング、八沢木地区グラウンドゴルフ交流大会、中房地

区グラウンドゴルフ交流大会 「高齢者のつどい」で地域の高齢者の交流、
を図っている。

⑦地域課題に 「高齢者のつどい」で高齢者を対象にした交通安全や詐欺被害から身を守
る地域安全について、講師を招いて講座を開いている。

横手市 前田公民館市町村
①生活に 防災、救急救命講話会
②趣味や生きがいに 優美会
③健康に スマイルボーリング交流会 卓球教室
⑧ボランティアに 共助組織 保呂羽地区会議の活動支援

横手市 川西公民館市町村
①生活に 男の料理教室
②趣味や生きがいに パッチワークサークル

横手市 十文字公民館市町村
①生活に テーブルマナー教室、料理教室
②趣味や生きがいに 美魔女講座、観劇
③健康に マシントレーニング講座

横手市 三重公民館市町村
①生活に 料理教室、マナー講座
②趣味や生きがいに 生け花
③健康に 野球大会、バレーボール大会、運動会
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横手市 十文字西公民館市町村
①生活に 植田地区婦人講座、睦合地区婦人講座
②趣味や生きがいに ア 植田地区婦人講座、睦合地区婦人講座、創作館まつり

イ 大正琴、茶道
③健康に 植田地区健康バレーボール大会、西地区民登山、植田地区民大運動会、睦

合地区民大運動会、西地区民グラウンドゴルフ大会、睦合地区夫婦バレー
ボール大会、マラソンバスケットボール大会

⑥家庭教育に 植田地区民大運動会、睦合地区民大運動会、マラソンバスケットボール大
会

⑦地域課題に 植田地区民大運動会、睦合地区民大運動会
⑧ボランティアに 西公民館運営委員研修会「防災講座（被災地から学ぼう （※平成２４）」

年度は、東日本大震災被災地（釜石市）を訪問し、震災当日の状況や現状
を現地のガイドさんから学ぶ）

⑨その他 西公民館運営委員研修会「防災講座（被災地から学ぼう （※平成２４年）」
度は、東日本大震災被災地（釜石市）を訪問し、震災当日の状況や現状を
現地のガイドさんから学ぶ）

横手市 山内公民館市町村
①生活に 新聞紙で作るエコバック
②趣味や生きがいに 高齢者の学習（歴史）陶芸サークル・手芸サークル 山菜学習講座（山菜

の見分け法、処理方法）
③健康に ストレッチ教室、地域登山、ウォーキング、自然観察
⑥家庭教育に 小児への薬の飲ませ方講座
⑦地域課題に 人材養成講座
⑨その他 各種工場見学

横手市 大雄公民館市町村
②趣味や生きがいに 書道教室、各サークル活動（俳句、短歌、ハーモニカ、詩吟等）

横手市 吉田地区生涯学習センター市町村
①生活に 男の料理教室
②趣味や生きがいに 史跡探訪会
③健康に 健康講座
⑨その他 生涯学習教室交流会

横手市 雄物川コミュニティセンター市町村
②趣味や生きがいに 書道通信講座・高齢者学習「雄川大学」開設・年末年始伝承会・芸術文化

協会
③健康に チャレンジディ・駅伝競走大会・ちびっ子バレー教室・ニュースポーツ大

会など
⑧ボランティアに 生涯学習奨励員、公民館事業、スポーツ推進員・奨励員の事務局

横手市 大森コミュニティセンター市町村
②趣味や生きがいに 囲碁教室・踊りの団体の練習・コーラスの練習・社交ダンスの練習・卓球

の練習
③健康に 太極拳、気功、軽スポーツ

湯沢市 湯沢公民館市町村
①生活に パソコン教室
②趣味や生きがいに 自然観察会・生き生きシルバー学級・市民大学・市民作品展・茶の湯教室

・生け花教室、着物着付け教室・ハングル教室
③健康に 生き生きシルバー学級・市民大学・健康歩こう会・市民ラジオ体操の集い

・健康ウォーク
⑤ＩＴに パソコン教室
⑧ボランティアに 生き生きシルバー学級

湯沢市 山田公民館市町村
①生活に 編物教室、男の料理教室
②趣味や生きがいに 書道教室
③健康に グラウンド・ゴルフ同好会
⑥家庭教育に やまだキッズ
⑨その他 クリーンアップ(年二回)
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（２）最も地域の活性化や教育力の向上につながっている講座
①県北地区

鹿角市 花輪市民センター市町村
①講座名 鹿角ご近所の底力！『花輪の地域防災を考える会』
②時期 平成２４年１１月１０日
③趣旨 自治会を中心に連携を取り、いざというときに備えるため準備したり考え

る会
④特色 簡易炊飯体験 『命を守る２４時間キット』づくり 「災害」って？非常、、

事態に備える 講師 加賀谷七重氏、防災備蓄品展示:
⑤成果と課題 自治会や婦人会からの参加を期待したが、あまり多くなかった

鹿角市 十和田市民センター市町村
①講座名 伝統芸能継承事業
②時期 ７月～３月
③趣旨 伝統芸能の｢毛馬内の盆踊り｣、着付け、横笛講習会
④特色 毎年、十和田小、十和田中、十和田高校の児童生徒に踊りの講習会を開催
⑤成果と課題 十和田中と十和田高校では、８月２１～２３日の盆踊り本番に多数の生徒

が参加している

鹿角市 尾去沢市民センター市町村
①講座名 かなやまスクール
②時期 年間を通じて
③趣旨 小学１年生～６年生まで対象に地域の方が講師となって学習している
④特色 １、２年生昔遊び、３年生尾去沢鉱山で使用した道具、４年生地域の産業

について、５年生田植え・木工作稲刈り体験、６年生植樹・田植え・稲刈
り体験だまっこ鍋づくり

⑤成果と課題 特に子どもたちと老人のふれあいを通じて地域の歴史や生活様式について
学ぶことができる

鹿角市 八幡平市民センター市町村
①講座名 八幡平盆踊りの伝承
②時期 通年
③趣旨 盆踊りを知らない、踊れない地域住民（子どもから大人）を対象に人との

交流と融和を目的に踊り、唄、太鼓ノ講習会を開催し、各地区の盆踊りの
伝承を目指す。

④特色 地元の保育園・小中学校に講師が出向き子どもたちに盆踊りや唄、太鼓な
どを教えている。また、年々参加者が減少している各自治会の盆踊りを盛
り上げるために各自治会の若者や盆踊りを知らない方を対象に講習会を行
っている。

、 「 」⑤成果と課題 園児の成果は保育園の星祭りで披露され また昨年度は 八幡平教育の日
に小中学校全児童生徒が成果を発表した。

小坂町 中央公民館市町村
①講座名 大人の学び塾
②時期 年２～３回
③趣旨 学習活動の充実と機会の提供、地域の人材育成を図るため、人と人のつな

。がりを構築しながら豊かな地域づくりへ資する
④特色 地域の歴史や気候、産業、農業など、幅広くテーマを設定し学んでいる。

）（、、また 対象者は全町民であるが なかなか参加が少ない成人層 現役世代
に重点を置くように考慮している。

⑤成果と課題 地元地域の知られざる部分を学ぶ機会になることや、なかなか訪れること
の出来ない施設・史跡等を訪れることができる。さらに学んだ成果を地域
づくりや人材育成にも活かすことができ、学びの循環と還元を図る。学習
ニーズの把握とテーマ設定、また季節・時期的なタイミング等がなかなか
難しい。
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大仙市 強首地区公民館市町村
①講座名 生涯学習教室（手芸講座、料理教室など）
②時期 １２月～３月
③趣旨 冬期間でも室内で行える生涯学習講座を開催し、地域住民に学習の場を提

供する。
④特色 ・料理教室（通常の料理教室の他、男性を対象とした料理教室の開催）

・手芸教室（パッチワーク、小物づくりなど、地域の要望に合わせた教室
を開催）

⑤成果と課題 ・学習成果を発表する機会が乏しいこと ・毎年同じような内容の教室に。
なりやすいこと。

大仙市 中仙公民館市町村
①講座名 表装教室
②時期 ９月～３月
③趣旨 次代を担う子供たちの情操と地域性を養うために。
④特色 小学校卒業記念として、習字作品を表装加工し、永く手元に保管できるも

のを残す。
⑤成果と課題 ・現在の６年生の活動を見て、５年生が「来年は自分たちがやれる」と楽

しみにしている ・大人になったときに見かえし、初心に帰る。地域故郷。
を思う一助となる ・費用がかかる ・指導者が高齢化しつつある。。 。

大仙市 協和公民館市町村
①講座名 図書館お話会
②時期 年１０回
③趣旨 未就学児童と保護者に対して、読み聞かせ・手遊び等でふれあいの機会、

仲間作りのきっかけになってほしい。
④特色 毎月１回第３土曜日１０時から１時間程度 クリスマスシーズンにゲーム

等も加えて実施
⑤成果と課題 土曜日と云うことで、保護者が必ずしも休日ではない、価値観の多様化で

参加者が思うように集まらないことが多い。

大仙市 南外公民館市町村
①講座名 女性学級講座
②時期 随時
③趣旨 地域の女性が婦人学級主催の教室・講座を通して交流を深める。
④特色 地域の婦人学級主催によるパッチワーク、ニットサークル、舞踊の教室や

講座などを行っている。
⑤成果と課題 趣旨内容通りの成果があると考えられる。婦人学級の会員数減少など運営

が課題と考えられる。

仙北市 田沢湖公民館市町村
①講座名 田沢湖公民館まつり
②時期 ３月上旬
③趣旨 公民館を通じて活動するサークルや個人が一同に会し、情報交換や親睦を

深めながら新たな学習意欲の高揚を図ることとする。
④特色 このまつりでは、和菓子・料理・昔語り・パソコン操作とした実演等も行

う。
⑤成果と課題 分野の異なるサークル同士の情報交換や参加者達の親睦を深め生涯学習の

高揚を図ることができた。

美郷町 美郷町公民館市町村
①講座名 みさと世話好きマイスター
②時期 夏休み、冬休み
③趣旨 小学生を対象とするわくわくスクールの企画・運営
④特色 県地域マイスター養成講座修了生による独自のみさと世話好きマイスター

を立ち上げ活動。地域の物知り博士として子どもたちに学習や遊びの機会
を作っている。

⑤成果と課題 自主活動までの町の協力 地域と密接した事業展開
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平成25年度秋田県生涯学習センター調査研究事業

「知と行動が結びついた循環型社会構築に向けた公民館事業及び運営

の在り方に関する調査研究」アンケート調査について（お願い）

県内各市町村公民館用アンケート調査

※上記は、実施要項裏面と同じ文面です。

【調査項目】

Ⅰ 施設について

１ 施設の概要

〕〔名村町市）１（

〕〔名設施）２（

（３）職員数（ ）人（現業職員を除く）

①（３）のうち正職員（ ）人、非正規職員（ ）人

②（３）のうち専任 （ ）人、兼任 （ ）人

③（３）のうち常勤 （ ）人、非常勤 （ ）人

（４）主催事業の有無 （有・無）

【調査趣旨】

平成18年に教育基本法が改正され 「国民一人一人が （中略）その生涯にわたって、あらゆる、 、
機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会

の実現が図られなければならない」という生涯学習の理念が初めて明示されました。

これを受けて県では、平成23年9月に「秋田県生涯学習ビジョン」を策定し 「知と行動が結び、

ついたクリエィティブな循環型社会」の実現を目指しています。その第一歩となるのは、学んだ

ことを行動に生かす「行動人」の育成であり、本県生涯学習の目指す人間像として「すべての県

民が行動人になる」ことを掲げています。

、」「、、そこで 秋田県生涯学習センターでは 県民が 学んだ成果を行動に結びつける 気運を高め
学習した成果を波及させていくことを目指して、生涯学習･社会教育の中核施設として機能する

公民館の現状を調査し、その事業や運営の在り方について研究します。

本調査においては、県民が「学習した成果を適切に生かし 、地域の活性化や教育力を高めて」

いる事例に視点を当てて分析・考察し、より多くの実践例を紹介することで、それぞれの公民館

が持っている有益な情報の共有を図ります。

つきましては、趣旨をご理解の上、調査にご協力くださいますようお願いします。

【記入にあたって】
（１）この調査は、県教育委員会発行「平成25年度秋田県の生涯学習・文化財保護施策の概要」

に掲載されている全ての公民館及び公民館類似施設を対象として実施します。したがって本
文に表記する「公民館」とは、公民館類似施設も含むものとして回答してください。また、
職員が常駐していない施設がある場合には、お手数をおかけしますが、教育委員会事務局の
当該館担当職員の方が記入してくださるようお願いします。

（２）各公民館は、調査票を「秋田県生涯学習センターホームページ」→主催事業〔平成25年度
調査研究事業「知と行動が結びついた循環型社会構築に向けた公民館事業及び運営の在り方
に関する調査研究 〕→ダウンロード「アンケート調査票(一太郎版または 版)」から」 Word
ダウンロードして回答票を作成してください。

作成した回答済みの調査票は 「調査票回答○○公民館」のファイル名に変更し、貴教育、
委員会生涯学習・社会教育担当課に電子ファイルにて提出してください。
各市町村教育委員会生涯学習・社会教育担当課は 各公民館からの回答票を取りまとめ 集（、

計不要 、次の宛先に電子メールで送信してください。）
( は小文字のエル)回答〆切り：１０月８日（火） ｌ

sgcen002@mail2.pref.akita.jp：スレドアliam-E)(先信送 秋田県生涯学習センター

（３）回答を記入する上で、具体的な記述の量によってはページ内に収まらないこともあります
が、かまわずに記入してください。

※ 不明な点等ありましたら担当までご連絡ください。
【問合せ先】県生涯学習センター 学習情報班（高木寛）℡018 865 1171- -
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おわりに

秋田県生涯学習ビジョンの実現に向け 「学んだ成果を行動に結びつける」気運の醸成と、

環境づくりを目指し、公民館の実態調査と実践研究という二つの視点から今年度の調査研究

を行ってきた。

公民館に対するアンケート調査では、昨年度の調査研究よりも一歩踏み込んだ実態を明ら

かにすることができた。例えば、学習の成果を生かすことにつながる公民館の講座や取組の

有無について、具体的な分野を挙げて選択してもらったところ、昨年度とはやや異なる様相

が見えてきた。昨年度は、意識して取り組んでいる公民館の割合が３割程度にとどまってい

たが、今年度の調査では、分野によっては５割を超えて実施されている講座や取組もあるこ

とが分かった。生涯学習の振興と社会教育の推進を図るという公民館の役割を積極的に果た

している事例が多数あることも分かった。一方で、講座や取組分野に大きな偏りがあること

は、改善を図るべき課題として捉える必要がある。行政組織の再編や予算・人員の削減等で

公民館の置かれている環境は厳しいものとなっているが、その中で公民館が存在意義を発揮

するためにも、関係職員自らが他の公民館の事例や姿勢から学び、当該機関の運営に生かす

ことでその機能を維持し、さらに向上させていくことを期待したい。

公民館利用者に対するアンケート調査では、このような取組を推進していくための貴重な

情報を得ることができた。学習の成果を「地域課題の解決や活性化に向けた活動 「ボラン」

ティア 「子どもや学校の手助けになる活動」などに生かしたい、あるいはそのような活動」

が必要だと捉えている利用者の割合は５割を超えていた。このことは、地域に学習のニーズ

があり、地域を担う人材が潜在的に多くいることを示している。このことに着目することが、

行政と地域住民との「協働」による地域の生涯学習・社会教育の充実や発展への契機となる

であろう。

実践研究として取り組んだ「行動人連携学習プログラム～堀回再生プロジェクト～」は、

地域住民が公民館や当センターの機能を活用し、人材育成と地域活性化を図る学習や事業を

創出していく事例として提示できる内容となった。学びが行動を生み、行動することによっ

て学び、また新たな学びや行動へ発展するという「知と行動の循環」が確認できた。

行動人の広報活動の成果も見え始めている。ウェブサイトによる行動人紹介累計が３万人

、。、を超え 本年度の数値目標は達成できた この３万人の達成時期に合わせ広報活動を調整し

戦略的な広報を工夫した結果、ウェブサイト閲覧者が飛躍的に伸びた。

今年度の調査研究では、文部科学省の委託事業となったことで、一歩踏み込んだ実践がで

き、また進展があった。得られた成果や課題は、次年度の当センター主催生涯学習・社会教

育関係者研修や実践講座等で提示したり、内容の工夫に生かしたりすることで、さらなる啓

発へとつなげることができるであろう。この実践研究は、来年度も継続し、さらに拡充を図

る予定である。

最後に、本年度の調査研究事業に協力いただいた各市町村教育委員会や公民館関係職員、

堀回地区コミュニティ、羽後町教育委員会等関係各位に感謝申し上げたい。資料編には、お

寄せいただいた全事例を掲載した。参考になる実践例が数多くあり、当該公民館の取り組む

姿勢が伺える点も興味深い。是非、本報告書で当該施設の取組状況はどのようであるのか、

課題は何か、学ぶべき事例はないか、というような視点でご覧いただき、ご活用願いたい。
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調査研究委員

委 員 長 古 内 一 樹 秋田県生涯学習センター所長

副委員長 原 義 彦 秋田大学教育文化学部准教授

委 員 藤 原 一 孝 秋田県公民館連合会事務局長

委 員 吉 井 和 人 秋田県教育庁生涯学習課副主幹（兼）班長

委 員 鈴 木 智 王 秋田県教育庁中央教育事務所社会教育主事

運営委員

委 員 吉 田 理 紗 生涯学習の実践者（秋田ＮＰＯコアセンター）

委 員 武 内 伸 文 生涯学習の実践者 （Ｓ ＮＧ代表）i
委 員 須 田 タヅ子 センター利用者代表（カレッジ受講者）

委 員 菅 原 穣 市町村教育委員会等の代表（秋田市中央公民館館長）

）（委 員 森 田 千技子 社会教育団体代表 秋田県生涯学習奨励員協議会・会長

委 員 飯 塚 雅 子 マスコミ関係代表者

（秋田ケーブルテレビコンテンツ企画部営業部長）

委 員 片 倉 健 公募の応募者

委 員 渡 部 昌 平 公募の応募者（秋田県立大学准教授）

事務局

事務局長 鎌 田 和 彦 秋田県生涯学習センター副所長

事務局員 須 田 孝 子 秋田県教育庁生涯学習課社会教育主事補

事務局員 高 橋 英 秋田県生涯学習センター副主幹（兼）班長

事務局員 高 木 寛 秋田県生涯学習センター社会教育主事

事務局員 岩 井 学 秋田県生涯学習センター社会教育主事

事務局員 深 浦 真 人 秋田県生涯学習センター社会教育主事補

平成２５年度文部科学省委託事業

「公民館等を中心とした社会教育活性化支援プログラム」

行動人連携学習プログラム開発事業

知と行動が結びついた循環型社会構築に向けた

公民館事業及び運営の在り方に関する調査研究

調査研究報告書

編集・発行 秋田県生涯学習センター
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